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　放射線部では、単純X線撮影、マンモグラフィ、CT、MRI、血管造影などの画像診断、PETを含めた核医学検査、お
よび放射線治療の業務を、最新の技術で医療被曝の適正化にも配慮しながら行っています。
　CTは、最新鋭の高精細320列CT1台、320列CT1台、2管球搭載128列1台、救命救急センターのデュアルエナジー
型128列1台の計4台で高いクオリティーでの撮影を１日約160件施行しています。MRIは、３テスラの超高磁場装置4台、
1.5テスラの高磁場装置1台、四肢専用装置1台の６台が稼働しています。血管撮影室では、最新の心カテ装置2台、IVR
―CTを兼ね備えた血管撮影システムと２方向透視の血管造影装置の計４台を有し、患者さんへの負担の少ない各種血管
内治療・IVRを行っています。核医学部門では、SPECT-CT装置2台を含む4台のSPECT装置、PET-CT3台を用いた
検査を行っており、広く地域の医療機関からの検査依頼に応えています。
　放射線治療部門では、定位放射線治療や強度変調放射線治療、腔内照射、CTガイド下密封小線源治療といった最新の
方法を含む放射線治療を数多く施行しています。

3テスラMRI（Ingenia 3.0T CX）

部長
高瀬 圭

連絡先　022-717-7419（放射線部受付）

職場の喫煙対策は法律で義務とされています

　産業医は、労働者の安全衛生管理について助言する立場です。地域では、普段一般診療に携わっている嘱託医が担って
おり、多岐にわたる産業医業務をすべてカバーすることは簡単ではありません。産業衛生外来は、その一助となるべく一般
相談窓口として開設しているものです。診療中の病気が職業関連と判明するか、あるいはその疑いの場合、一般診療に加
えて、職場環境の整備や就業措置が必要になります。また、労働安全衛生法に定められる特殊健康診断で、異常が認めら
れた場合の対応には産業医の専門的な判断が必要になる場合があります。職場の喫煙対策や禁煙教育等についても産業医
が職場に助言する立場です。お困りの労働者の症例のご紹介を通して、対応を一緒に考えていければと思っています。なお、
当外来は産業医学の性質上、職場環境の整備に関するものや、疾病の予防等について担当いたしますが、紹介症例で必要
な治療は他施設または他科で平行して行っていることを前提としていますので、あらかじめご了承下さい。

連絡先　022-717-7732（外来）　022-717-7874（医局）
ホームページ　http://www.med.tohoku.ac.jp/org/cooperate/165/index.html

産業衛生外来

放射線部
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下顎運動検査 基準嗅力検査

　生理検査センターは東北大学病院を受診する患者さんのため、各診療科に公平な生理検査の提供・拡充、地域医療に
貢献するために全国に先駆け2012年8月1日に発足した。現在、中里信和部長のもと、臨床・教育・研究すべての業績上
昇を目指している。現在の実務職員は36名の臨床検査技師と事務補佐員１名、部長・アドバイザー医師16名が生理検査
センターの運営に携わっている。臨床では業務改革や改善、臨床からの多くの要望を受け入れている。また、各診療科アド
バイザー医師が生理検査の運営に携わることで公平な運営が可能となっている。教育では全ての検査項目において独自の
教育プログラムを作成し、効率よくスタッフの教育と管理を行っている。また、短期研修用の教育プログラムは院内研修や
医学部学生、院外研修等に使用している。研究では各診療科との共同研究や研究協力、治験業務、個人の研究や学会発表、
講演、論文作成等を積極的に行っている。今後の生理検査の取り組みとして、更なる患者サービスの向上や業務改善、教
育体制の充実、地域への貢献、自己研鑽、研究協力、連携強化など日々進化する医療に合わせた取り組みと様々なニーズ
に対応したい。

部長
中里 信和

連絡先　022-717-7385（生理検査センター受付）

生理検査センター

環境安全推進センター
産業医学分野
黒澤 一 

320列MDCT（Aquilion ONE）
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